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 東日本旅客鉄道株式会社 常務取締役の森本です。皆様、本日はお忙しいな
か、お集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 
 私からは、「グループ経営構想Ⅴ」の進捗状況、2016年3月期第2四半期決算、
通期業績予想の3点についてご説明します。 
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 「グループ経営構想Ⅴ」は、2012年10月30日に発表しました。「変わらぬ使命」と
「無限の可能性の追求」を柱に、グループを挙げて持続的成長を目指し、取り組
んでいるところです。 
 

 この「グループ経営構想Ⅴ」の進捗につきましては、毎年この時期に振り返りを
行い、進捗状況、そして今後重点的に取り組むことをプレス発表しています。 
 

 今日はお手元に「今後の重点取組み事項」の更新等についてのプレス発表資料
をご用意していますので、ご覧いただければと思います。 
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 プレス発表資料内の「『安全・安定輸送』のレベルアップに向けて」を説明します。 
 
 4月以降、山手線神田・秋葉原駅間の電化柱の倒壊、郡山・桜木町での架線切
断、軌道パッドによる東北新幹線の窓ガラス損傷などの事象が発生しました。 
 

 お客さまに大変ご迷惑をお掛けし、投資家の皆さまにもご迷惑、ご心配をお掛け
しました。この場を借りて心からお詫び申し上げます。 

 
 それぞれ個別に対策を打ってきたところですが、一連の事象を受け、さらに対策
を深度化し、背後要因を分析し、事故の未然防止につなげます。 
 

 また、技術の進歩、グループ会社との連携、世代交代等の課題があります。 
 

 こうした点をハード・ソフト両面で分析し、教育訓練、設備投資のあり方も含め、さ
らに深度化することにより、安全・安定輸送のレベルを高めることで、お客さまに
貢献できると考えています。 
 

 ぜひご理解とご協力をお願いします。 



 「グループ経営構想Ⅴ」では、3ヵ年の数値目標を設定しています。 
 

 成長投資によりプロジェクトを確実に成功させていくことが、数値目標の達成に
つながると考えています。 
 

 今回、2016年3月期の計画を見直しましたが、3ヵ年目標は修正せず、今年度期
末決算発表時にローリングして発表する予定です。 
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 営業キャッシュ・フローの使途についての計画も、4月公表時と変更していません。 
 

 設備投資・株主還元を軸として、債務削減については、今年度200億円程度削減
する予定です。 
 

 経営体質の強化に引き続き励んでまいりますので、ぜひご支援をよろしくお願い
します。 



 2016年3月期第2四半期決算、通期業績予想について説明します。 
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 単体決算について説明します。 
 

 営業収益は535億円の増でした。対前年105.4％と高い伸び率となっていますが、
北陸新幹線金沢開業の効果が大きく貢献しています。 
 

 営業費用は、227億円の増、対前年103.0％でした。 
 

 営業利益は307億円の増、対前年113.6％でした。 
 

 経常利益は274億円の増、四半期純利益は248億円の増でした。 
 

 4期連続の増収増益で、営業収益、運輸収入は第2四半期として過去最高でした。 
 

 また、営業利益、経常利益、四半期純利益も過去最高でした。 
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 次に、鉄道運輸収入について説明します。 
 

 鉄道運輸収入は458億円の増、対前年105.3％でした。このうち、定期は19億円
の増、対前年100.8％です。これは雇用情勢の改善と、高齢者や女性の定期券
保有者の増加が下支えになっていると考えています。 
 

 定期外は、新幹線が338億円の増、在来線関東圏は110億円の増、在来線その
他はここに記載していませんが、△10億円程度です。 
 

 新幹線の増の338億円の内訳は、北陸新幹線で275億円の増、インバウンドで20
億円の増、連休など（シルバーウィーク好調）で10億円の増、基礎は30億円の増
です。 
 

 在来線は100億円の増ですが、連休など（シルバーウィーク）の好調、上野東京
ライン、基礎の増などです。並行在来線の減少等の△15億円は、北陸新幹線金
沢開業に合わせ並行在来線を移管したこと等による収入の減です。 
 

 4月計画との比較では、鉄道運輸収入は185億円の増でした。 
 

 定期は、4月計画を10億円上回りました。 
 

 新幹線定期外は、4月計画を130億円上回りました。 
 

 在来線関東圏定期外は、4月計画を50億円上回りました。 

10 



 上期の4月計画は、鉄道運輸収入を対前年103.1％と見ていましたが、実績は
105.3％で、計画を2.2％（＋185億円）上回りました。 
 

 10月計画の下期は、4月計画の上期よりも少し強めに、一方で上期実績より若
干弱めの対前年103.4％としています。通期計画の104.3％は十分実現可能と見
ています。 
 

 基礎トレンドも4月計画の100.4％から100.9％に見直しています。 
 

 定期は横這いがこれまでの基本トレンドでしたが、実績を見て少し強く見ていま
す。 
 

 下期の主な増減要素では、北陸新幹線・インバウンド・上野東京ライン・基礎を4
月計画対比で上積みしています。 
 

 北陸新幹線、インバウンドについては、次ページで詳しく説明します。 
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 北陸新幹線の影響額は、新幹線の増と、在来線の減をネットしたものです。 
 

 4月計画では、上期の影響額を165億円と見ていましたが、実績は260億円で、計
画を95億円上回りました。通期の4月計画は285億円で、上期に上回った95億円
を足すと380億円になりますが、さらに70億円程度積み増し、450億円と、4月計
画比で165億円上回るような計画としました。 
 

 北陸新幹線で首都圏と北陸圏の流動増が想定より多くなった他に、東北や上信
越からの流動も増加しています。またグランクラスも好調です。 
 

 また、インバウンドも好調で、前年上期実績は40億円で、上期の4月計画は50億
円でしたが、実績はそれを上回り60億円でした。通期の4月計画は100億円と見
ていましたが、上期の上振れ傾向が続くと見ており、120億円に上方修正しまし
た。 
 

 インバウンド収入のカウント方法ですが、JAPAN RAIL PASSやJR EAST PASS、
訪日外国人向けの特別企画乗車券あるいは訪日旅行センターなどのJR券のう
ち当社の収入に当たる部分をカウントしています。 
 

 JAPAN RAIL PASSは長期滞在の欧米やオーストラリアが中心ですが、JR 
EAST PASSは短期滞在のアジア各国が主です。 
 

 免税対応や訪日旅行センターを充実させ、インバウンド収入を伸ばしていきたい
と考えています。 
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 営業費用は、227億円の増で、対前年103.0％でした。 
 

 人件費は8億円の増ですが、賞与関係が要因です 
 

 動力費は26億円の減ですが、原油価格の下落等によるものです。 
 
 修繕費は51億円の増ですが、前年比で工事の進捗がよかったためです。 

 
 物件費その他は75憶円の増ですが、北陸新幹線金沢開業に伴う車両相互使用
料の増、収入対応経費である販売手数料の増といった要素です。 
 

 機構借損料等の81億円の増は、北陸新幹線金沢開業による貸付料の増です。 
 

 租税公課の16億円の増は、外形標準課税の見直しによる増が主な要因です。 
 

 減価償却費の22億円の増は、設備投資の増によるものです。 
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 続いて、単体の2015年10月計画です。 
 

 4月計画と比較して、営業収益は330億円の増、営業費用は170億円の増です。 
 

 営業費用は170億円の増ですが、人件費は、夏の賞与等の増により、4月計画と
比較して60億円の増です。 
 

 修繕費については70億円の増となります。こちらは後程詳しく説明します。 
 

 物件費その他の50億円の増は、販売手数料の増が主な要因です。 
 
 営業利益は、4月計画と比較して160億円の増、経常利益は200億円の増、当期
純利益は130億円の増としています。 
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 修繕費の見直しについて説明します。70億円の増の内訳は、一つは最近の事
故等を受けた安全対策、もう一つは緊急安全総点検の結果を踏まえた事故未
然防止策です。 
 

 最近の事故等を受けた安全対策では、1点目は高架橋等落下物対策です。モル
タル・コンクリート片の落下があり、従来から対策を行っていましたが、ネットで覆
う対策を始めています。 
 

 2点目は軌道パッドです。レールとマクラギの間をつなぎ振動を緩和する役割の
ものですが、ズレを防止するための対策を進めていきます。 
 

 その他、電化柱倒壊や架線切断等についても対策を講じています。 
 

 緊急安全総点検では、弱点と思われる箇所の点検を行いました。老朽化したこ
線橋の撤去や、ホーム上設備の修繕など、事故を未然に防ぐための措置を35億
円計画しました。 

 
 高架橋等落下物防止対策と、軌道パッド抜け落ち防止対策は、来年度以降も継
続して発生する見込みですが、数年間で集中して実施したいと考えています。 
 

 「修繕費増になるのではないか」と心配されるかと思いますが、修繕費全体の計
画を考え、安全・安定輸送の品質向上を図りますので、ご理解をいただきたいと
思います。 
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 連結決算について説明します。 
 

 連結決算についても、運輸業の好調を受けて増収増益となり、各利益とも過去
最高でした。 

 
 前期比では、すべてのセグメントで増収増益となりました。運輸業、ショッピング・
オフィス事業、その他については、過去最高となりました。 
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 まず運輸業について説明します。 
 

 運輸業は、対前年で営業収益は560億円、営業利益は274億円上回りました。こ
れはJR東日本の運輸収入の好調によるものです。 
 

 下期については、北陸デスティネーションキャンペーンに力を入れます。 
 

 また、北海道新幹線新函館北斗開業を控えています。その準備は着実に進めて
いますが、収入は計画に織り込んでいません。 
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 続いて、駅スペース活用事業ですが、増収増益となりました。 
 

 東京駅を中心に、鉄道会館、JR東日本リテールネット、NRE等が好調です。 
 

 ただ、下期には工事支障が見込まれますので、計画は営業収益で80億円、営業
利益で40億円上方修正していますが、通期では対前年、営業収益で△3億円、
営業利益も△5億円と、減収減益と見込んでいます。 
 

 来年度以降、新規で開業する店舗があり、また既存店も売上が順調ですので、
今年度を底として、来年度以降、増収増益をめざします。 



19 

 ショッピング・オフィス事業については順調ですが、計画は見直していません。 
 

 アトレ、ルミネ、MIDORIなどが順調に推移しています。 
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 続いて、その他セグメントです。 
 

 広告や、インバウンドの影響もあるホテルなどが好調で、増収増益でした。 
 

 通期業績予想は4月計画と比べ、営業収益を40億円、営業利益を10億円上方修
正しています。 



 続いて、営業外損益及び特別損益です。 
 

 これは単体によるものが非常に大きく、支払利息の減、災害に伴う受取保険金
の増などが主な要素でした。 
 

 これに伴い、営業利益の増より経常利益の増が上回り、また税金等調整前四半
期純利益は対前年378億円の増となりました。 
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 続いて、連結決算です。 
 

 これまで説明したことを盛り込み、連結決算の10月計画を策定しました。10月計
画と4月計画との増減も記載しています。 
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 続いて、キャッシュ・フローの実績です。 
 

 現金及び現金同等物の四半期末残高は544億円増加しました。これは税金等調
整前四半期純利益が増加したことなどによるものです。 
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 続いて、設備投資の推移です。 
 

 通期計画5,550億円に対し、第2四半期累計で1,420億円進捗しました。 
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 有利子負債残高の推移です。 
 

 特に金利の高い鉄道施設購入長期未払金が昨年より減少しており、平均金利
が低下しました。 

 
 説明は以上です。 



 以下は、参考資料です。各種データ、債券投資家の皆さまに向けた資料も掲載
しておりますので、ご参照ください。 
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